




















【目的】平成 23 年度から平成 25 年度の当院手術室における臨床工
学技士の業務内容、実績を比較し課題について報告する。
【結果】年々各科からの要望で手術室臨床業務は随時増加しており、
臨床業務件数は、平成 23 年度 509 件、平成 24 年度 547 件、平成
25 年度 566 件であった。（具体的には人工心肺業務、術中自己血輸
血業務、ナビゲーション手術支援等の臨床業務とベッドサイドモ
ニター、麻酔器、内視鏡システム等の保守管理などである。）臨床
緊急業務は平成 23 年度 48 件、平成 24 年度 53 件、平成 25 年度 68
件と増加した。保守管理業務では管理総件数が平成 23 年度の年間
4,289 件から平成 25 年度は年間 5,974 件に増加した。平成 25 年度
は使用前点検時に 517 件の異常箇所を事前に発見し対処することが
できた。修理依頼件数は平成 23 年度 80 件から平成 25 年度は 109
件と増加したが、院外への修理依頼割合は平成 23 年度 22.5% から
平成 25 年度 14.7% に減少した。そのため、院外依頼分の修理費用
は平成 23 年度に比べ平成 25 年度は 49.5% 削減できた。




















成２５年５月から手術支援ロボット da Vinci Si（以下 da Vinci Si）
を用いた前立腺悪性腫瘍手術が開始となった。今回我々臨床工学技
士（以下 CE）の da Vinci Si 導入前から現在までの関わりおよび今
後の展望について報告する。
【導入前】　平成２５年１月に病院の方針として da Vinci Si の導入
が決定。泌尿器科医２名、看護師３名、CE １名で専任チームを結
成した。運営会議にてトレーニング時期およびトレーニングの実施




















































【背景・目的】当院では DIC-CT が年間 250 件と多くの検査を行っ
ている。DIC-CT の一般的な検査法は、ビリスコピン投与量 100mL






【方法】当院で DIC-CT 検査を行った 5 年分の検査約 1000 件におい







LDH、CRE は総胆管の CT 値と顕著な相関関係が見られなかった。
T-Bil、D-Bil、ALP、γ -GTP は値が基準値よりも上昇すると CT
値が下がる傾向が見られたため、描出不良症例となりうる要因と考
えられた。
